
病院長メッセージ　地域連携機関の皆さま方には当院の地域連携に格別のご高配を賜り、
厚く御礼申し上げます。
　また、患者さんにおかれましても常日頃ご支援をいただき、誠にあり
がとうございます。地域連携だよりのコーナーでは当院の情報をお知ら
せいたしますので、今後ともよろしくお願いいたします。
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がん組織や生来もっている遺伝子の変異を解析
し、治療に応用しようというがんゲノム医療が話
題となっています。米国の女優アンジェリーナ・
ジョリー氏が家族性に発見された遺伝子変異に基
づいて予防的に乳房切除を受けニューヨーク・タ
イムズ誌に掲載されたのが2013年のことで、社
会的に認知される契機となりました。当時注目さ
れていたのが乳がんや卵巣がん原因となることの
あるBRCAという遺伝子の変異で、このBRCA遺
伝子の変異は様々ながんに関係するとされていま
す。最近では前立腺がんの原因になりうることも
わかってきており、ホルモン療法（去勢）に抵抗
性となった転移のある前立腺がんにおいて、この
遺伝子変異がある場合に、PARP阻害剤という薬
が新たに保険適用となりました。この変異が遺伝
子解析で診断できる頻度は10-20%程度ですが、
新しい治療候補として期待されます。
BRCA遺伝子は損傷したDNAの修復に関与す
る遺伝子で、変異はもともと家族性に持っている
場合とがん組織にだけ異常がある場合がありま
す。実際の検査では、家族性のBRCA遺伝子変異
のみを血液で調べる方法と、がん細胞中の複数の
遺伝子変異を同時に調べる方法があります。サン
プルとして前者は血液、後者は手術や生検による
前立腺がん組織（がん細胞）が必要で、血液はど
の時期にも検査可能ですが、がん組織は３年以内

の新しい標本が必要とされ保存状態などにも影響
を受けるとされます。ただ本年５月に循環血液中
のがん細胞を血液サンプルから抽出して検査する
リキッドバイオプシーという方法が承認され、今
後解析できる機会が広がるものと思われます。
がんゲノム医療は、2021年７月現在、茨城県
内では当院を含め３施設でのみ可能な医療である
ため、当院では県央県北の医療機関との連携体制
を整えているところです。検査は診療情報や組織
標本などを提供いただく必要があり、また結果が
出るまでにはかなりの日数と費用を要することな
どから、ご紹介いただく場合には、まずは各施設
の主治医とよくご相談いただくようお願いいたし
ます。

　泌尿器科では主に腎、副腎、
腎盂・尿管・膀胱、前立腺、
精巣に関連した疾患の治療を
行うことから、腎機能、排尿

機能、性機能、および生殖機能といった機能と治療が密接に関わります。手術、放射線治療、
薬物治療などから一人一人の患者さんの生活に合った治療方法をご説明するように努めてい
ます。さらに、本年からは遺伝子診断を用いた治療方法のご提案ができるようになりました。
私たちは遺伝子診療部と協力して前立腺がんをはじめとした日進月歩であるがんの個別化治
療にも取り組んでいます。
　内視鏡手術を中心とした低侵襲手術を多く行っています。さらにロボット支援腹腔鏡手術
では微細操作に優れる点が特長であり、前立腺全摘術後の尿失禁低減や性機能温存、また腎
部分切除術による腎機能温存のようにがん治療と機能温存の両立を図っています。膀胱全摘
術も従来の開腹手術に比べて患者さんへの負担が圧倒的に軽減されるため、術後の早い回復
が見込めるようになりました。退院後も安心して排尿・ストーマ管理が行えるように継続し
て専門看護師の外来支援を受けられるのも特長です。
　健全な生活を脅かすのはがんに限ったことではありません。例えば前立腺肥大症による尿
閉や尿管結石疝痛発作は、連携のご施設を救急受診することもある疾患です。私たちは前立
腺核出術や内視鏡下結石破砕術などの根治的治療にも取り組んでいます。女性特有の頻尿や
切迫性尿失禁にはコンチネンス外来での専門診療を行っています。排尿症状には、膀胱・尿
道機能のほか、糖尿病、脳梗塞などの関連する内科的疾患、生活スタイルなど確認して総合
的に診療を行っています。
　泌尿器科診療を専門とする医療機関は多くありません。この地域で継続的に患者さんの
ニーズに円滑に応えられる医療環境を構築するためには、地域連携のご施設との相互の診療
協力がとても重要であると私たちは認識しています。末筆ながらこの場をお借りして日頃の
ご協力に感謝を申し上げます。また患者さんにおかれましては何なりとご相談くださいませ。
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